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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
せ
！

小
さ
な
会
社
が
挑
戦
す
る
新
商
品
開
発

第4回
The serialization title

新
商
品
開
発
・
新
サ
ー
ビ
ス
開
発
の

極
意
は〝
想
い（
理
念
）〟の
創
出
に
あ
り

小さな会社が挑戦する新商品開発

で
あ
り
、
企
業
理
念
が
企
業
の
価
値
や

目
的
を
表
現
す
る
よ
う
に
、
商
品
理

念
＝〝
想
い
〟
も
商
品
価
値
や
目
的
を

表
現
し
た
も
の
で
す
。

〝
想
い
〟
を
明
確
化
し

社
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

　
「
新
商
品
」
に
込
め
た
〝
想
い
〟
を

創
出
で
き
た
ら
、
速
や
か
に
〝
想
い
〟

の
明
確
化
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
流
れ
は
「
新
規
事
業
開
発
」

に
も
共
通
し
て
い
ま
す
。

●�

見
え
る
化
・
文
章
化
・
さ
さ
る
化

　

新
商
品
開
発
が
経
営
に
正
の
ス
パ
イ

ラ
ル
を
生
み
出
し
ま
す
。
商
品
理
念
が

創
出
さ
れ
た
ら
「
見
え
る
化
・
文
章
化
・

さ
さ
る
化
」
が
必
要
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
に
限
ら
ず
全
社
的
に
オ
ー

プ
ン
に
し
て
い
き
ま
す
（
次
頁
図
1
）。

　

こ
の
よ
う
に
商
品
理
念
と
は
、
新
商

品
の
コ
ア
部
分
を
表
現
し
た
も
の
で
、

表
現
す
る
こ
と
で
訴
求
力
や
求
心
力
が

格
段
に
高
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

こ
そ
が
社
内
外
へ
の
強
力
な
ア
ピ
ー
ル

力
と
な
る
の
で
す
。

確
率
は
1
／
10
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
難
し
い
か
ら
こ
そ
挑
戦
の
し

が
い
が
あ
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
ア
パ
レ
ル
企
業
の
場
合
、

洋
服
は
「
商
品
」
で
し
ょ
う
か
？ 

そ

れ
は
違
い
ま
す
。
洋
服
は
「
製
品
」
で

あ
り
、
製
造
さ
れ
た
品
物
で
す
。
で
は
、

商
い
を
す
る
品
物
で
あ
る
「
商
品
」
は

何
で
し
ょ
う
？ 

そ
れ
こ
そ
が
「
努
力

で
あ
り
価
値
で
あ
る
」
と
考
え
ま
す
。

　

努
力
や
価
値
を
表
現
（
言
葉
化
）
し

た
も
の
が
〝
想
い（
理
念
）〟
で
あ
り
、

想
い
を
創
出
す
る
こ
と
が
、
商
品
開
発

の
根
幹
な
の
で
す
（
※
以
下
〝
想
い
〟

で
表
記
を
統
一
）。

　

こ
れ
は
、
企
業
理
念
（
経
営
理
念
や

ク
レ
ド
な
ど
）
の
創
出
と
同
じ
考
え
方

新
商
品
に
込
め
た
〝
想
い
〟

商
品
理
念
を
創
出
す
る

　

商
品
の
核
心
部
分
（
根
幹
）
は
、
そ

の
商
品
を
生
み
出
し
た
人
々
（
企
業
組

織
）
の
努
力
や
価
値
で
す
。

●
新
商
品
開
発
は
理
念
の
開
発

　

新
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け

る
〝
想
い
〟
の
創
出
、
つ
ま
り
、
そ
の

本
質
は
「
コ
ン
セ
プ
ト
（
商
品
理
念
）

づ
く
り
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
取
り
組
ま
ず
「
形
」

だ
け
の
製
品
開
発
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
失
敗
に

終
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
説
で
は
「
新
商
品
開
発
の
成
功
の

　「新商品開発」は、中小企業経営に様々な効果をもたら
します。新しい価値の創造、高付加価値経営、社員のモ
チベーション向上…。新しい取り組みは何より高揚感を
演出し、自社に心地よい風を吹き込みます。中小企業診
断士として経営現場におけるイノベーションの代表格は、
やはり新商品開発であると断言できます。今回は〝想い（理
念）〟をテーマに新商品開発を考察し、最後にブランディ
ングを追及する地方企業の成功事例を紹介します。

『赤ひげ診断士のアウトロートーク』毎週金曜日発刊、無料。経営革新やブランディング、商品開発などの実
例を交えた中小企業経営の話や、コンサルティング現場の出来事、ステキな経営をしている中小企業の紹介な
どを発信しています。ご登録は右記まで。　 https://www.mag2.com/m/0001693674

本稿著者
メールマガジンの
お知らせ
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リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
」
の
サ
ー
ビ
ス

を
参
考
に
し
て
も
意
味
が
な
く
、
時
間

と
コ
ス
ト
の
無
駄
に
な
り
ま
す
。

●�

調
査
・
用
意
・
ア
ク
セ
ス
す
る

　

新
商
品
開
発
に
お
い
て
、
ベ
ン
チ
マ

ー
ク
先
を
持
つ
こ
と
に
は
大
き
な
意
義

が
あ
り
ま
す
が
、
表
面
的
な
模
倣
で
は

い
け
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
参
考
事
例

と
し
て
の
「
調
査
・
用
意
・
ア
ク
セ
ス
」

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
先
が
良
い
商
品
を
開

発
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
品
質
を
参
考

に
し
て
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
を
付

加
し
て
開
発
を
進
め
ま
す
。
こ
の
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
創
出
こ
そ
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
命
題
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
先
は
自
社
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
領
域
外
で
ア
ク
セ
ス
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
様
々
な

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
内
の
情

報
だ
け
で
な
く
、
足
で
出
向
き
、
目
で
、

耳
で
、
舌
で
、
五
感
で
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

先
の
努
力
や
価
値
を
感
じ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

越
え
て
い
く
た
め
に
は
人
財
の
叡
智
が

必
要
不
可
欠
な
の
で
す
。

　

お
金
（
外
注
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）

で
は
解
決
で
き
な
い
〝
想
い
〟
の
創
出

と
共
有
化
は
、
メ
ン
バ
ー
の
人
財
力
の

真
価
が
発
揮
さ
れ
る
瞬
間
で
す
。
繰
り

返
し
ま
す
が
、〝
想
い
〟
が
真
の
商
品

力
で
あ
り
、
企
業
と
し
て
の
努
力
や
価

値
が
新
商
品
の
核
心
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〝
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
〟

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
先
を
定
め
る

　

新
商
品
開
発
に
着
手
す
る
際
、
企
画

考
案
段
階
で
議
論
が
頓
挫
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
「
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
」
に
注
目
し
、
手
法
の
構
築
に
着
手

し
ま
し
ょ
う
。

　

本
来
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
は
「
模
範
指

標
」
の
こ
と
を
指
し
ま
す
が
、
私
が
推

奨
す
る
メ
ソ
ッ
ド
で
は
「
同
規
模
・
同

程
度
の
企
業
規
模
に
お
い
て
、
参
考
と

な
る
べ
き
模
範
事
例
」
と
捉
え
ま
す
。

　

こ
れ
は
間
違
っ
て
も
、
最
上
級
の
模

範
事
例
を
指
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、地
方
の
観
光
旅
館
が「
ザ
・

課
題
と
向
き
合
う
意
思
を
情
報
公
開
す

る
こ
と
で
あ
り
企
業
努
力
の
ア
ピ
ー
ル

に
、
有
効
的
に
働
き
ま
す
。

　

社
内
へ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
経
営
者
自

ら
行
う
の
が
ベ
タ
ー
で
、
特
に
中
小
企

業
の
場
合
は
経
営
者
が
課
題
に
向
き
合

う
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
、
新
商
品
開
発

や
新
規
事
業
開
発
の
価
値
を
シ
ェ
ア
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
会
議
に
お
い
て
は
、
メ
ン
バ

ー
共
通
の
価
値
観
を
隅
々
ま
で
浸
透
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
商
品
が
完

成
し
軌
道
化
す
る
ま
で
に
は
様
々
な
障

壁
が
待
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
乗
り

〝
想
い
〟
の
共
有
化
で

人
財
力
が
発
揮
さ
れ
る

　

新
商
品
開
発
や
新
規
事
業
開
発
に
関

す
る
〝
想
い
〟
を
明
確
化
し
た
ら
、
社

内
外
で
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

そ
れ
は
「
共
有
化
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
」

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

●�

共
有
化
は
全
社
的
ア
ナ
ウ
ン
ス
で

　

新
商
品
開
発
が
単
な
る
利
益
創
出
事

業
に
と
ど
ま
ら
な
い
以
上
、
そ
の
目
的

と
狙
い
を
全
社
的
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
は

①見える化
　ビジュアル的に〝想い〟を表現します。新
商品や新規事業のブランドロゴなどを創出す
ることで、「餅は餅屋」という言葉がある様に、
ブランドデザイナーに依頼するのがベターで
す（後述）。実際に、私も提携デザイナーに
依頼することが多いです。

②文章化
　商品に込めた〝想い〟はキャッチコピーの
創出に必要です。新商品の特徴やウリを文章
化し、キャッチコピーに活かします。

③ささる化
　文章化をベースにしたコピーライティング
です。例えば、新商品が「食べ物」の場合に
は食欲をそそるようなキャッチコピーが望ま
しいでしょう。コピーライターに依頼するの
がベターですが、予算に余裕がない場合はメ
ンバーで知恵を絞りましょう。

図 1　見える化・文章化・ささる化のポイント
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小さな会社が挑戦する新商品開発
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で
す
。

　

こ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
発
言
が

容
易
に
で
き
る
空
気
感
の
演
出
や
創
出

を
担
い
ま
す
。

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
メ
ン
バ
ー
の

知
恵
や
ア
イ
デ
ア
を
導
く
役
割
を
担
う

も
の
で
す
が
、
威
圧
的
な
発
言
を
し
た

り
、
メ
ン
バ
ー
の
発
言
中
に
上
か
ら
被

せ
る
よ
う
に
否
定
し
た
り
す
る
人
は
実

際
に
存
在
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
メ
ン
バ
ー
か
ら
外
れ

る
べ
き
で
す
。

　

あ
く
ま
で
も
前
向
き
で
全
体
最
適
を

意
図
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
必
要

で
あ
り
、
建
設
的
な
意
見
の
創
出
が
会

議
の
核
に
な
り
ま
す
。

4
つ
の
失
敗
要
因
か
ら
学
ぶ

事
業
理
念
と
ト
ッ
プ
の
覚
悟

　

商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て

い
く
際
に
、
計
画
自
体
の
頓
挫
や
フ
ェ

ー
ド
ア
ウ
ト
に
陥
る
ケ
ー
ス
が
往
々
に

し
て
あ
り
ま
す
。
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
の
経
験
か
ら
、
失
敗
す
る
商

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割

　

企
業
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
向
上
戦
略

の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
新
商
品

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
重
要
な
戦
略

で
あ
る
が
ゆ
え
に
価
値
も
高
く
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●�

一
貫
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

中
小
企
業
診
断
士
と
し
て
新
商
品
開

発
を
支
援
し
て
い
く
中
で
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
（
経
営
者
な
ど
）
の
鶴

の
一
声
で
進
ん
で
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
頓
挫
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ち
ゃ
ぶ
台

返
し
」
と
い
わ
れ
る
現
象
を
度
々
見
て

き
ま
し
た
。
当
然
、
メ
ン
バ
ー
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
著
し
く
下
が
り
、
良
い

こ
と
な
ど
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
は
「
メ
ン
バ
ー
に

で
き
る
だ
け
権
限
を
委
譲
し
、
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
を
見
守
る
」
こ
と
に
集
約
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
企
画
開
発
段
階

か
ら
完
成
、
市
場
投
下
ま
で
は
、
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
型
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
で
会
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
心

品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
必
ず
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
図
2
に
ま
と
め

ま
し
た
。

　

図
2
の
①
〜
④
が
主
な
要
因
に
な
り

ま
す
が
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
要
約
す
る

と
「
事
業
理
念
の
確
立
と
浸
透
」「
ト

ッ
プ
の
覚
悟
」
に
な
り
ま
す
。

レ
シ
ピ
作
り
と
原
価
計
算
が

売
価
の
ベ
ー
ス
と
な
る

　

例
え
ば
、
飲
食
物
の
新
商
品
開
発
の

場
合
、
試
作
品
を
創
っ
た
後
は
、
そ
の

レ
シ
ピ
を
記
録
し
て
残
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

①�ＰＬ（プロジェクトリーダー）が存在しない
　プロジェクトリーダーの不在は、それ自体が失敗です。ディスカ
ッションに至っても、皆が言いたいことを言うだけで意見がまとま
りません。

②�〝想い〟（理念）の共有化ができていない
　何のための新商品開発か？ という事業理念が、プロジェクトチ
ームメンバーに共有化されていない、また理念自体がない場合です。
そうなると、お金儲けに走りがちで損得勘定が判断基準になります。
結果、計画が頓挫します。

③�〝想い〟（理念）を実現する覚悟がメンバーに不足している
　メンバーは、すべからくプロジェクト推進のための覚悟が必要で
す。順風満帆なプロジェクト進行などあり得ません。その難題を乗
り越えるブレない覚悟がないと計画が進行しません。

④�経営者のプロジェクトチームに対する権限移譲ができていない
　経営者の後ろ盾がないと、山積する課題を解決できません。新し
い取り組みは、ただでさえ組織の逆風にさらされます。経営者が企
業全体にアナウンスし、後ろ盾である旨を示す必要があります。

図 2　失敗する新商品開発の 4 つの特徴
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新
商
品
開
発
は
、
そ
れ
自
体
が
企
業

に
と
っ
て
貴
重
な
「
ノ
ウ
ハ
ウ
＝
知
的

財
産
」
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

知
的
財
産
と
し
て
保
管
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
場
合
に
よ
っ
て
は
商
標
登

録
な
ど
の
法
的
保
護
も
、
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
レ
シ
ピ
作
り
と
原
価
計
算

　

飲
食
物
に
限
ら
ず
成
果
物
の
設
計
図

は
必
要
で
す
。
ち
な
み
に
、
飲
食
物
の

設
計
図
は
「
レ
シ
ピ
」
と
呼
ば
れ
ま
す

が
、
自
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
＝
知
的
財
産
は

慎
重
に
記
録
・
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

試
作
品
を
創
っ
た
ら
メ
ン
バ
ー
を
集

め
て
試
食
に
入
り
ま
す
が
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
部
や
販
売
部
、
営
業
部
な
ど
も

招
集
し
た
方
が
ベ
タ
ー
で
す
。

　

試
食
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
そ

し
て
改
善
を
行
い
、
改
善
後
の
再
試
作

を
試
食
、
再
び
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と

試
行
錯
誤
が
続
き
ま
す
。
ま
さ
に
根
気

と
の
闘
い
で
す
。
途
中
で
諦
め
ず
に
メ

ン
バ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ケ
ア
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
試
食
を
繰
り
返
し
、
完
成

品
と
し
て
で
き
上
が
っ
た
ら
「
原
価
計

算
」
に
入
り
ま
す
。
1
個
の
商
品
に
か

か
っ
て
い
る
元
手
（
原
価
）
を
計
算
す

る
の
で
す
。
こ
こ
で
気
を
付
け
た
い
の

は
、
製
造
原
価
の
人
件
費
（
レ
シ
ピ
作

り
に
関
わ
っ
た
人
々
）
を
忘
れ
な
い
こ

と
で
す
。
材
料
費
だ
け
で
原
価
計
算
す

る
と
正
確
な
元
手
は
算
出
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
価
計
算
が
終
わ
っ
た
ら
売
価
を
設

定
し
ま
す
が
、
き
ち
ん
と
原
価
計
算
を

し
な
い
で
売
価
を
設
定
す
る
と
、
場
合

に
よ
っ
て
「
売
れ
ば
売
る
ほ
ど
赤
字
」

の
事
態
に
陥
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
な
売
価
設
定
の
方
法
に
つ
い
て

は
次
号
以
降
で
紹
介
し
ま
す
が
、
こ
の

売
価
設
定
は
と
て
も
重
要
な
フ
ェ
ー
ズ

に
な
り
ま
す
。

田島興産株式会社　田島広一社長

◀
「
田
島
興
産
株
式
会
社
」
概
要

代
表
者
／
田
島
広
一

所
在
地
／
佐
賀
県
佐
賀
市

社
員
数
／
50
名

創�　

業
／
１
９
２
２
年

事　

業
／
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、
設
備
工

事
、
設
備
修
理
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
、
不

動
産
事
業
、
相
続
支
援
な
ど

受
賞
歴
／
健
康
優
良
法
人
２
０
２
０

認
定
＝
平
成
元
年
「
佐
賀
さ
い
こ
う

表
彰
」（
女
性
活
躍
推
進
部
門
）
受
賞
、

同
「
佐
賀
さ
い
こ
う
表
彰
」（
健
康
経

営
部
門
）
受
賞

 

事
例   

暮
ら
し
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー  

「
田
島
興
産
株
式
会
社
」

 

　

佐
賀
県
佐
賀
市
に
本
社
を
置
く
同
社

は
「
暮
ら
し
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
（
町

医
者
）」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を

掲
げ
、
来
年
、
百
周
年
を
迎
え
る
老
舗

企
業
で
す
。

　

人
々
の
幸
せ
な
暮
ら
し
を
全
方
位
的

に
支
え
る
べ
く
、
前
出
し
た
事
業
内
容

を
実
践
・
拡
大
す
る
こ
と
で
、
佐
賀
県

で
は
赤
字
知
ら
ず
の
優
良
中
小
企
業
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
社
員
の
自
主
性
と
志
で

　

新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
教
室
事
業

　

田
島
興
産
は
、
何
よ
り
も
社
員
の
幸

せ
を
重
視
す
る
会
社
で
す
。
同
時
に
社

員
の
自
主
・
自
立
（
律
）
を
推
奨
し
て

お
り
、
ヤ
ル
気
の
あ
る
社
員
を
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
登
用
し
て
様
々
な
取
り
組
み

を
実
現
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
サ
ー
ビ
ス
「
教
室
事
業
で

企
業
ブ
ラ
ン
ド
を
強
化
す
る
」
と
い
う

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
、
軌
道
化
さ
せ
た
担
当

者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
ま
す
。

●
新
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

蒲
原
ひ
か
り 

さ
ん

　

こ
の
教
室
事
業
（
生
涯
教
育
コ
ミ
ュ
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【田島興産の教室事業の概要】

●佐賀の他企業、他業種と連携したまちづくりセミナー
　「さが GRIP」
　「佐賀で暮らす。はおもしろい」をテーマに、地域の生涯教育コミ
ュニティ事業「色彩知育教室」などを企画して開講している。

●自社（田島興産）完結型暮らしの情報提供セミナー
　「TAJIMA ゼミ」
　「もっとやすらぎのある暮らし」を実現してもらうため、田島興産
社内の多目的スペースで、毎月 2 回開かれる教室事業。

●現在、企画や軌道化されているセミナーやイベント
　「プロに聞く、はじめての家づくり」
　「しくみで解決！ 続けられる時短家事のススメ！」
　「まずは体験！ 色彩知育レッスン」
　「専門用語を使わない相続・遺言講座」
すべて、少人数（3 組）限定の無料セミナー。

教室事業の風景
「まずは体験！色彩知育ミニレッスン」
（親子：対象・０歳〜小学校低学年）

教室事業の風景
「プロに聞く、
 はじめての家づくり」

ニ
テ
ィ
事
業
な
ど
）
の
ア
イ
デ
ア
を
思

い
つ
い
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

　
「
私
自
身
が
、
子
育
て
の
大
切
さ
や

大
変
さ
を
痛
感
し
た
経
験
か
ら
構
想
し

た
新
サ
ー
ビ
ス
で
、
暮
ら
し
の
ホ
ー
ム

ド
ク
タ
ー
を
謳
う
田
島
興
産
が
絶
対
に

取
り
組
む
べ
き
サ
ー
ビ
ス
だ
と
確
信
し

ま
し
た
」

　

経
営
者
に
提
案
し
た
際
の
、
周
囲
の

反
応
は
ど
う
で
し
た
か
。

　
「
入
社
し
た
当
時
は
異
分
子
的
な
存

在
で
か
な
り
浮
い
て
い
た
存
在
で
し
た

が
、
田
島
興
産
に
は
異
分
子
を
許
容
し

て
認
め
て
伸
ば
す
社
風
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
認
め
ら
れ
る
と
嬉
し
い
の
で

さ
ら
に
頑
張
れ
ま
す
。
躊
躇
す
る
こ
と

な
く
提
案
で
き
ま
し
た
」

　

自
主
的
に
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
さ
れ
る
構

想
を
育
て
て
実
現
さ
せ
る
、
田
島
興
産

の
社
員
教
育
を
大
切
に
す
る
社
風
が
徹

底
さ
れ
て
い
る
証
で
す
ね
。

　
「
は
い
。
実
は
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
教

室
事
業
は
田
島
興
産
の
企
業
業
績
に
直

結
し
て
い
ま
せ
ん
。
人
々
が
幸
せ
に
暮

ら
し
て
い
け
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
価
値
を
純
粋
に
提
供
し
た
い
。
そ
の

想
い
が
形
に
な
っ
て
動
き
始
め
た
も
の

で
す
」

　

と
は
い
え
、
価
値
の
提
供
は
企
業
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
強
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
進
む
と
巡
り

巡
っ
て
、
業
績
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
ね
。

　
「
そ
の
通
り
で
す
。
個
人
の
個
性
が

輝
く
こ
と
で
構
想
し
た
り
、
形
に
し
た

り
で
き
る
社
風
が
新
商
品
や
新
サ
ー
ビ

ス
開
発
の
出
発
点
で
す
。
そ
れ
が
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
を
実

証
し
て
く
れ
る
会
社
で
あ
り
、
本
当
に

人
や
地
域
を
大
切
に
す
る
会
社
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
、
こ
れ
か
ら

も
多
数
誕
生
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
」


